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は側壁が1mmでフラッ ト状,窩 洞Bは 側壁が2mm
でフラッ ト状で ある。窩洞Aの 辺縁形態が フレ
アー状の ものを窩洞C,リ バースカーブ状のもの
を窩洞Eと し,窩 洞Bの 辺縁形態がフレアー状
のものを窩洞D,リ バースカーブ状の ものを窩洞
Fと した。各人工歯にク リアフィル メガボ ン ド
(MB)で指示書通 りに前処理を行い,従来のペー
ス ト型であるソラーレP(SP),フロアブル型の
ユ ニフ ィル ローフロープ ラス(UF)な らび に
MIフロー(MI)を充填 した。各窩洞に対 し,一
種 あるいは二種類の積層充填 をし,LED光照射
器で30秒間照射 し,重 合 した。その後耐水研磨
紙で レジン表面 を研磨 し,試 料 とした。試料を
37℃恒温槽 中に24時間保管後実験 に使用 した。
各試料の辺縁部 と移行部に圧縮荷重を加 え,破 断
まで の値 を計測 した。 統 計 処 理 は,Kruskal
Wallis　H-test後,Mann-Whitney　U-t st　with
Bonferroni　c rrectionを行い,有 意水準 を5%
とした。
【結 果】 コンポジッ トレジン充填方法別の圧縮
強さは全体的に,辺 縁部の方が移行部より低 かっ
た。辺縁の結果 をみると,窩 洞Aで は3種 の材
料に有意差は認 められ なかった。窩洞Bの 辺縁
部ではsPで33.43kgfと最 も高 く,UFとの間で
有意差 が認め られた。窩洞Cで はMIで33.5kgf
と最 も高 く,UFと の間に有意差が認め られた。
窩洞Dで はsPで36.24kgfで最 も高 く,UFとの
間で有意差が認められた。窩洞Eと 窩洞Fで は,
sPが最 も高い値 を示 したが,3種 の材料に有意
差は認め られなかった。リバースカーブを付与 し
た窩洞E・Fで は,他 の窩洞での圧縮強 さと比較
す るとsPで最 も高 く,MIで最 も低かった。窩








ではMIが 高 く,窩 洞B・Dで はSPが 高かった。
側壁の幅の違いによって使用するレジンを選択す
る必要性が示唆 された。 また,窩 洞E・Fで は材
料により有意差が見 られないが,辺 縁部では比較





窩洞形態,特 に側室の幅 と辺縁形態 を考慮す る必
要性が示唆された。
